






























































トピ弔ぜ とてもある あ る あまりない ぜんぜんない
政治 2 3 1
経 済 3 2 1
歴 史 3 2 1
科学 。技術 2 4
人々の暮らし 2 4
文化 1 5
芸術 。芸能 5 1



















































































































































































































































































Korean Students of Science MttOr at osaka
University with the Special Scholarshipの
略である。
2.「日本事情 。異文化適応」のシラバスは、「学生
が日本人や日本文化、 日本の大学生活に関する
理解を深め、 日本での生活に十分適応できるよ
うになることを目的」とし、具体的な活動とし
て、「日本の社会と文化に関する学習を行い、プ
ロジェクトワーク的な活動を行う」こと、その
際、「共通教育での勉学にも資するよう人文科学
系の語彙 。表現についても学習」し、「日本人学
生とともにゼミ形式でディスカッションを行う」
とされている。 (「第 10期大阪大学日韓共同理
工系留学生予備教育プログラム<資料>」)より)
3.日本語母語話者を指す。 日本国籍を持つ人とい
う意味ではない。
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